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令和元年度財政援助団体等監査報告書 

 

 

１ 監査の種類     

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づく財政援助団体等監査 

 

２ 監査の対象  

（１）公 の 施 設 与謝野町幾地コミュニティ広場 

指定管理者 幾地区 

   所 管 課 総務課 

 

（２）公 の 施 設 与謝野町石川農業構造改善センター 

指定管理者 石川区 

   所 管 課 農林課 

 

（３）公 の 施 設 与謝野町ツバキ育苗温室 

指定管理者 京都千年ツバキの里育苗グループ    

所 管 課 農林課 

 

（４）公 の 施 設 与謝デイサービスセンター、与謝在宅介護支援センター及

び与謝野町ホームヘルパーステーション 

   指定管理者 社会福祉法人北星会 

   所 管 課 福祉課 

 

（５）公 の 施 設 クアハウス岩滝 

   指定管理者 ドルフィン株式会社    

所 管 課 観光交流課 

 

３ 監査の種別 公の施設指定管理者監査 

 

４ 監査の範囲 平成３０年４月１日から令和元年１０月３１日までに執行さ

れた公の施設の指定管理者に係る出納その他の事務の執行 

             

５ 監査の実施日時・場所 令和元年１１月１１日（月）で 

 （１）与謝野町幾地コミュニティ広場（場所 加悦庁舎） 

午前１０時００分～午前１０時４０分  
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 （２）与謝野町石川農業構造改善センター（場所 加悦庁舎） 

午前１０時５０分～午前１１時２０分 

 

 （３）与謝野町ツバキ育苗温室（場所 加悦庁舎） 

午前１１時２０分～午前１１時４０分 

 

 （４）与謝デイサービスセンター、与謝在宅介護支援センター及び与謝野町

ホームヘルパーステーション（場所 与謝の園） 

     午後１時３０分～午後２時２０分 

 

 （５）クアハウス岩滝（場所 本庁舎） 

     午後３時０５分～午後４時４０分 

  

６ 監査の主眼及び実施方法 

  公の施設の指定管理に係る出納その他の事務の執行が適正かつ効率的に行

われているかどうかを主眼として、所管課及び指定管理者の関係書類の監査

を行うとともに、所管課長等及び指定管理者から事業概要について聴取を行

った。 

  

７ 監査結果 

（１）公の施設 与謝野町幾地コミュニティ広場（所管課 総務課） 

   公の施設の指定管理に係る出納その他の事務は適正かつ効率的に処理さ

れており、特に問題はなかった。 

   指定管理施設の会計が、幾地区の会計と一体となった会計となっている。

指定管理施設である以上、別会計にされることが望ましい。 

 

（２）公の施設 与謝野町石川農業構造改善センター（所管課 農林課） 

   公の施設の指定管理に係る出納その他の事務は適正かつ効率的に処理さ

れており、特に問題はなかった。 

   モニタリングを実施され、また常日頃から石川区と協議をされているこ

とを評価したい。 

   指定管理施設の今後のあり方については、石川区と協議され解決策を見

出してもらいたい。 

 

（３）公の施設 与謝野町ツバキ育苗温室（所管課 農林課） 

   公の施設の指定管理に係る出納その他の事務は適正かつ効率的に処理さ

れており、特に問題はなかった。 
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モニタリングの中で町の方向性を示し、管理者と協議されていることを評

価したい。 

指定管理施設の今後のあり方については、周辺も総合的に考え取り組まれ

たい。 

 

（４）与謝デイサービスセンター、与謝在宅介護支援センター及び与謝野町ホ

ームヘルパーステーション（社会福祉法人北星会、所管課 福祉課） 

    公の施設の指定管理に係る出納その他の事務は適正かつ効率的に処理

されており、特に問題はなかった。 

    指定管理料の受領がないなか、毎期黒字運営をされ町の福祉の向上に

取り組まれている。 

    人材不足が問題となっているため、行政としても人材確保に向けての

施策を考える必要がある。 

 

（５）クアハウス岩滝（ドルフィン株式会社、所管課 観光交流課） 

   公の施設の指定管理に係る出納その他の事務は適正かつ効率的に処理さ

れており、特に問題はなかった。ただし、指定管理施設は大規模改修工事

のため休館しており、当該施設と指定管理者本社との経理処理については

現認できなかった。 

指定管理施設の労務管理等については、指定管理者本社において管理をさ

れており、本部経費が計上されていた。 

   利用料収入の確保が一番の課題である。担当課と議論しながら、少しで

も売上が増加し、将来的に指定管理料が逓減できることが望ましい。引き

続き努力してもらいたい。 

    


